





























abnormality または先天異常 congenital anomaly, 
birth defect と総称する． 
 発生異常を対象として研究する学問が先天異常学 
teratology、形態的な発生異常を扱う臨床分野が臨床




の表れ方には、胎生期死亡(子宮内死亡) prenatal or 
intrauterine death、発育遅滞 growth retardation,














































































染色体異常  5〜10％ 
環境要因 
母体要因  ３〜4％ 
感染   ２〜3％ 
子宮内機械的原因    1〜2％ 




































































遺伝様 式を多因子遺伝 multifactorial 




































 図３． ヒト胚子に見られた全前脳胞症。 
A 単眼症（cyclopia）、B 篩頭症（ethmocephaly）、C 猿頭症
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